
令和６年度 河川協力団体との意見交換会
（吉井川・旭川・高梁川 岡山河川事務所）

・吉井川では１団体、旭川では１団体、高梁川では２団体が河川協力団体として活動を行っています。

・岡山河川事務所では、令和６年12月２日（月）に全４団体の代表者に来所いただき、意見交換会を開催し
ました。

・各団体の令和６年度の取り組み内容を出席者から報告いただく中で、すべての河川協力団体（４団体）か
ら「活動資金の財源がないのが課題となっている。」といったご意見をいただきました。

・事務所からは、中国地整管内の河川協力団体の指定状況（令和５年度）の紹介や助成事業募集に関する
情報提供を行いました。

・河川協力団体間で他団体に対する質問や活発な意見交換が行われました。

意見交換会の様子 活動の様子

吉井川水系

瀬戸アユモドキを守る会

旭川水系

旭川みの広場を愛する会

高梁川水系

水江の渡し跡公園
箭田地区まちづくり推進協議会

参加団体

令和６年12月２日岡山河川事務所にて開催 瀬戸アユモドキを守る会（水辺教室）
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令和6年度 河川協力団体との意見交換会（山口河川国道事務所）
あ

山口河川国道事務所では、管内の河川協力団体４団体を対象に、相互の活動状況や問題点などを共有し、より活発に
活動していただくことを目的として、令和２年度から意見交換会を開催しています。

今年度の意見交換会は令和６年１２月１９日（木）に河川協力団体３団体（１団体欠席）に参加いただき、各団体の
活動内容の紹介及び抱えている課題等について意見交換を行いました。

当事務所からも河川系職員が参加し、様々な立場で佐波川水系に関わっている方々の意見や要望を伺う貴重な機会と
なっています。

意見交換会の様子 活動状況

老朽化した看板の更新

合同での安全利用点検

活発な意見交換が行われました

今回の意見交換会のテーマ「連携」について

今回の意見交換会で、高齢化で活動に支障が
生じている団体に対し、建設会社が母体であ
る団体が、事前の除草などの手助けをする事
を前向きに検討する話でまとまりました。

これまでは個別で行っていた活動が、新旧の
団体により共同で実施することで、活動の幅
が広がることが考えられます。
また、地元自治会や老人会等と地元企業の連
携が図られることで、地域活動が活発になる
ほか、長期的で継続的な活動も期待されます。

国においても、各種支援や各団体の連携の仲
介、ＳＮＳを通じて各団体の活動のＰＲ補助
をするなど、適確で必要な支援を今後も行っ
ていきます。



出雲河川事務所管内では、河川協力団体に指定されている団体が集まって、相互の理解や連携を深めることを
目的に、平成２７年度から意見交換会を開催しています。
今年度の意見交換会は令和６年１２月１１日（水）に河川協力団体６団体及び、斐伊川流域で河川に関する活動を
行っている団体１団体、島根県に参加いただき、各団体の活動内容の紹介及び抱えている課題等について意見交
換を行いました。
当事務所からも事務所長から係長まで幅広い役職の職員が参加し、様々な立場で斐伊川水系に関わっている
方々の意見や要望を伺う貴重な機会となっています。

令和６年度 河川協力団体との意見交換会（斐伊川 出雲河川事務所）

参加団体
河川協力団体
未来守りネットワーク
自然再生センター
しまね体験活動支援センター
自然と人間環境研究機構
境港清港会
さくらおろち

斐伊川流域で活動している団体
島根県環境保健公社

意見交換会で出た主な内容
■河川協力団体同士のつながりについて
・他の河川協力団体のイベントをHP等で確認し、参加した。また、イベントでの出店等で協力いただいた。
・今後も他団体とつながりをつくり、イベント時には互いに参加したい。また、他河川の河川協力団体と交流を行う場があるとよい

■「生態系への問題にどう取り組んでいくか」が議題としてあがり、昨年度に引き続き、各地の生態の状況について情報交換を行い
ました。
■河川協力団体の活動のPRについて（出雲河川事務所のHPに各団体のリンク先を掲載、SNS等で活動内容をPR等）。

※写真は令和６年度のもの

認定NPO法人自然再生センターさん
より、中海・宍道湖の水草を刈り取っ
てまき、土壌改善した畑で育てた無
農薬のさつま芋を使った芋焼酎をご
紹介いただきました。

￥



【機密性２情報】令和６年度 河川協力団体との意見交換会（八田原ダム管理所）

・平成10年からギフチョウ保全活動を行っている河川協力団体「伊尾小谷地区自治会」は平成27年3月6日に指定を受け、令和6年度で10
年目を迎えています。当団体の活動に対して県のRDBでは一定の成果を上げていると評価されています。

・令和6年11月6日（水）に団体の代表者他３名と八田原ダム管理所において意見交換会を開催しました。
・団体からの主な意見としては、地元のシンボル・宝である春の女神と呼ばれているギフチョウ保全活動を継続するにあたり、現在の
リーダーが長年携わられていることから後継者の確保が必要。また、地元からの参加者が過疎化及び少子高齢化により減少している
ことが懸念される。このため、地元住民等に協力を促すため保全活動について、理解しやすい表現にしてＳＮＳ等を活用して情報発信
し参加者を確保するための取り組みが必要であるとの意見等がありました。

・管理所としては、重要種「ギフチョウ」の保全活動を今後も継続するために、同団体と連携して取り組んでまいりたいと考えています。

意見交換会 活 動 状 況 RDBひろしま2021

観察会

保全活動（下草刈り）


